
被災地に暮らす海外出身者のあの日、あのとき

直 筆 記 録 ３.１１
～風化させてはいけない記憶が ここにもあります～
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※当協会は、平成24年4月1日付けで公益財団法人へ移行したのに伴い、名称も「公益財団法人宮城県国際化
協会」へ改称しました。本記録においては、震災当時の名称となっておりますので、ご了承ください。

 仙台エリア編／2011年5月17日(火) ＠宮城県仙台合同庁舎会議室
 仙南エリア編／2011年6月6日(月) ＠サッポロビール仙台工場会議室
 気仙沼エリア編／2011年6月9日 (木) ＠気仙沼駅前コミュニティセンター
 南三陸・登米編／2011年6月14日(火) ＠ホテルニューグランヴィア
 みやぎ外国籍県民大学OG編／2011年6月17日(金) ＠エル・パーク仙台
 石巻エリア編／2011年6月23日(木) ＠こ～ぷのお家いしのまき 地域交流サロン



～ は じ め に ～

未曾有の大災害となった東日本大震災の直後
緊急支援車両で被災地支援をしていた私たちは

自分が経験した
「あの日、あのとき」のことを
語りたがっている被災された方が

とても多いことに気づかされました

それは
国籍に関係なく外国人被災者の方々にも見受けられ

私たちは被災から三か月ほど経ったころ
この地に暮らす海外出身者のみなさんの思いを

母語で語り合う場を創ったのでした

仙台・名取・気仙沼・登米(南三陸)・石巻
県内６会場に

２４か国(地域) ２０３名ものみなさんが足を運び
母語で語り

そして文字にして残してくれました



多くは 国際結婚のために日本に移住された女性たちでした

青い紙には
辛かったこと 大変だったことを

黄色い紙には
そんな過酷な状況下でも 感動したこと 嬉しかったことを

母語で自由に書いていただきました

実物は紙のまま保存してあります
しかし

時の流れと共に貴重な資料の劣化が懸念されるようになり
被災から３年目の今春

劣化を防ぐため そのままの形状でデータ保存することといたしました

データ化することによって より多くのみなさまに

直筆の記録 を

ご覧いただくことが可能になりました



東日本大震災から３年

縁あって海を越え宮城に暮らす海外出身者お一人おひとりの

直筆の記録 は

アンケートのような手法からは窺い知ることのできない
より肉声に近い《ことば》として

読む側に迫ってきます

出身国の別なく
東日本大震災という共通の経験を経て被災地に暮らす私たちは
これからも心をひとつに復興に向け歩んでゆかねばならない

そんなことを改めて想起させる《ことば》の数々をご覧ください

２０１４年３月 ようやく春の兆しの見える頃に



3.11当時の沿岸地域
外国人登録者数と津波被災マップ



東日本大震災被災外国人支援事業

『外国人の立場から東日本大震災をふりかえる会』

総 括 レ ポ ー ト
主催 財団法人宮城県国際交流協会

１ 目 的

被災地で暮らす海外出身者の中には、今回の大震災・津波に加え、それ以降も続
く余震や原発問題、また慣れない避難所などでの暮らしから大きな不安を抱えたま
ま過ごしている方も多いと考えられる。
この事業では、参加者自身の体験や不安を分かち合う「語りの場」を創出するこ

とで心のケアを図り、実体験に基づいた互いの知恵を共有しながらこの先も起こり
うる震災の備えとして役立ててもらうものとし、また、弁護士、行政書士、県警、
臨床心理士といった各分野の専門家が応援団として同行することにより被災外国人
の安心・安全な生活復興支援の一助とした。

２ 共通プログラム 別紙のとおり



３ 協力団体・企業と役割分担
各実施地域自治体または日本語教室（参加者への広報）
宮城県警察本部通訳センター（生活安全アドバイス）
申請取次行政書士（在留資格に関するアドバイス）
弁護士（法律に関するアドバイス）
臨床心理士（心のケアに関するアドバイス）
株式会社資生堂（「お肌のケアは心のケア」プログラム担当）
ＮＰＯ法人ＦＭわぃわぃ（災害時用多機能携帯ラジオ提供）

４ 参加総数 外国人 ２０３名（２４か国・地域）
日本人 延べ１４６名（弁護士、行政書士、県警、臨床心
理士、地域日本語教室講師） ※その他、適宜通訳者同行



共通プログラム

 開会のあいさつ

 応援団のみなさまの紹介 ※警察、弁護士、行政書士、臨床心理士など

 もしも、いま大地震が起きたら ※緊急地震速報を鳴らします

 この大地震が経験してつらかったことやこまったこと、学んだこと、感動
したことを母語で話し合ってみましょう

 ほかのグループの話もきいてみましょう

 閉会

MＩＡ東日本大震災被災外国人支援事業

東日本大震災をふりかえる会 동일본 대지진을 돌아보는 모임

Remembering the Great East Japan Earthquake 东日本大震灾回顾会

ひがしにほんだいしんさい かい

「災害時に活躍する多機能ラジオ」のプレゼント

グループでおしゃべり＆資生堂美容部員さんによるケア

 齐心努力 重建家园! 

우리 모두 손잡고 함께 힘내자!! 

Stand together stand strong for Miyagi!   
Muita garra e muita forca !Estamos juntos Miyagi !! 



『東日本大震災をふりかえる会』
参加者国籍割合
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国籍 人数
1 中国 66
2 フィリピン 47
3 韓国 45
4 ブラジル 7
5 ベトナム 6
6 タイ 5
7 アメリカ 3
8 イギリス 3
9 台湾 3

10 ペルー 3
11 インドネシア 2
12 インド 1
13 オーストラリア 1
14 ガーナ 1
15 カザフスタン 1
16 スウェーデン 1
17 チリ 1
18 トルコ 1
19 ナイジェリア 1
20 フィンランド 1
21 フランス 1
22 ボリビア 1
23 モロッコ 1
24 モンゴル 1

計 203

参加総数 203名（24か国・地域）



仙台エリア編※兼ニューカマー生活適応支援事業

実施日時：平成２３年５月１７日（火）
１２：３０～１４：３０

実施会場：宮城県仙台合同庁舎会議室
参集範囲：仙台（一部利府）

参加外国人：１６か国３７名（中国１５、
韓国５、ベトナム４、タイ・カザフスタ
ン・トルコ・ブラジル・スウェーデン・
フィンランド・ガーナ・ナイジェリア・
インド・アメリカ・イギリス・モンゴル・
モロッコ各１名）

専門家応援団：宮城県警通訳センター５
名、弁護士３名、行政書士３名、臨床心理
士１名、精神科医１名、日本語講師３名、
宮城県国際経済・交流課１名



仙南エリア編
協力団体：国際交流協会ともだちin名取、日本語講座いわぬま

アイビー、国際交流協会わたり、山元町国際交流協会

実施日時：平成２３年６月６日（月）
１０：３０～１２：３０

実施会場：サッポロビール仙台工場会議室
参集範囲：名取、岩沼、亘理、山元、

角田、川崎

参加外国人：５か国２８名（韓国１４、
中国８、ブラジル３名、フィリピン２名、
タイ１名）

専門家応援団：宮城県警通訳センター２
名、弁護士１名、行政書士３名、臨床心理
士２名、臨床心理専攻１名、日本語講師等
２６名、名取市役所１名、資生堂１２名



仙南エリア編 タガログ語グループ



仙南エリア編 韓国語グループ①



仙南エリア編 韓国語グループ②



仙南エリア編 中国語グループ



気仙沼エリア編
協力団体：気仙沼市小さな国際大使館、はまろう会、

バヤニハン国際友の会

実施日時：平成２３年６月９日（木）
１３：００～１５：００

実施会場：気仙沼駅前コミュニティセン
ター
参集範囲：気仙沼（一部大船渡含む）

参加外国人：６か国３３名（フィリピン２
０名、中国７名、韓国３名、台湾・アメリ
カ・チリ各１名）

専門家応援団：宮城県警通訳センター３
名、弁護士１名、行政書士２名、臨床心理
専攻１名、日本語講師１３名、気仙沼市役
所１名、資生堂８名



気仙沼エリア編 タガログ語グループ①



気仙沼エリア編 タガログ語グループ②



気仙沼エリア編 タガログ語グループ③



気仙沼エリア編 タガログ語・英語グループ



気仙沼エリア編 中国語グループ



気仙沼エリア編 英・中・韓・西混合グループ



南三陸・登米編
協力団体：登米市国際交流協会、登米日本語講座、

登米日本語講座家族会

実施日時：平成２３年６月１４日（火）
１３：００～１５：００

実施会場：ホテルニューグランヴィア
参集範囲：南三陸、登米、美里、大崎、栗
原、気仙沼、一関（岩手県）

参加外国人：５か国２８名（中国１７名、
韓国６名、フィリピン３名、インドネシア
１名、イギリス１名）

専門家応援団：宮城県警通訳センター２
名、弁護士１名、行政書士２名、臨床心理
専攻１名、日本語講師４名、家族会３名、
資生堂５名



南三陸・登米編 タガログ語グループ



南三陸・登米編 韓国語グループ



南三陸・登米編 中国語グループ①



南三陸・登米編 中国語グループ②



南三陸・登米編 中国語グループ③



みやぎ外国籍県民大学OG編
実施日時：平成２３年６月１７日（金）

１１：００～１３：００
実施会場：エル・パーク仙台

５Ｆ創作アトリエ
参集範囲：みやぎ外国籍県民大学卒業生
（仙台市青葉区・泉区・太白区・宮城野
区・若林区・石巻、東松島、山元、南三
陸）

参加外国人：８か国２４名（韓国９名、
中国８名、フィリピン２名、アメリカ・
台湾・フランス・ブラジル・オーストラリ
ア各１名）

専門家応援団：宮城県警通訳センター２
名、弁護士１名、行政書士２名、臨床心理
専攻１名、資生堂７名

「みやぎ外国籍県民大学」とは？

震災の前年の2010年に宮城県国際交流協会が実施した定住外国人を
対象とした社会参画支援プログラム。県内9市町村に暮らす９ヶ国３１名
が参加。



みやぎ外国籍県民大OG編
不安だったこと



みやぎ外国籍県民大OG編
嬉しかったこと



石巻エリア編
協力団体：国際サークル友好２１

実施日時：平成２３年６月２３日（木）
１３：００～１５：００

実施会場：こ～ぷのお家いしのまき
地域交流サロン

参集範囲：石巻、東松島、涌谷、女川

参加外国人：１１か国５３名（フィリピン
２０名、中国１１名、韓国８名、ペルー３
名、タイ３名、ベトナム２名、ブラジル２
名、台湾・ボリビア・インドネシア・イギ
リス各１名）

専門家応援団：宮城県警通訳センター３
名、弁護士１名、行政書士１名、臨床心理
専攻１名、日本語講師８名、石巻市役所１
名、資生堂６名



石巻エリア編 タイ・タガログ語グループ



石巻エリア編 ベトナム・タガログ語グループ



石巻エリア編 スペイン語ほかグループ



石巻エリア編 英語グループ



石巻エリア編 英語・ほかグループ



石巻エリア編 韓国語グループ



石巻エリア編 中国語グループ



お肌のケアは心のケア
大手化粧品メーカーの社員さんによるマッサージ・ボランティアは
どの会場でも大好評でした。
ときには、社員さんが参加者から逆にご慰労されたりすることも・・・



総括専門家会議
平成23年8月22日(月)13:30～ ＠宮城県国際交流協会研修室



●出席者

弁護士 長尾 浩行氏（官澤綜合法律事務所）
申請取次行政書士 櫻井 克俊氏
宮城県警 田口 京子氏（通訳センター）
宮城県警 加藤 誠史氏（通訳センター）
臨床心理専攻 一條 玲香氏（山形大学大学院）
石巻地区 清水 孝夫氏（国際サークル友好２１アドバイザー）
名取地区 若山 陽子氏（国際交流協会 ともだちin名取事務局長）
資生堂 松田 佳重子氏（資生堂販売株式会社東北支社美容統括部長）
中国語通訳 孫 雪虹氏（MIA外国人支援通訳サポーター）
韓国語通訳 齋藤 慧氏（MIA外国人支援通訳サポーター）
タガログ語通訳 庄司 マリーン氏（MIA外国人支援通訳サポーター）



●オブザーバー

公益財団法人兵庫県国際交流協会
副理事長 西田 裕氏
事業推進部交流課課長補佐 永田 展之氏

特定非営利活動法人チャイルド・ファンド・ジャパン
プログラムグループマネージャー 細井 なな氏
緊急・復興支援事業調整員 西村 梨沙氏

宮城県多文化共生社会推進審議会委員
J・F・モリス氏

宮城県経済商工観光部国際経済・交流課
企画・多文化共生班主幹 岩見 吉三江氏

●事務局

ＭＩＡ財団法人宮城県国際交流協会
専務理事兼事務局長 梅原 廣
参事兼企画事業課長 大村 昌枝
企画事業課主任主査 大泉 貴広
企事業課主事 伊藤 友啓



●議事録

孫雪虹氏 (中国語通訳)
6回すべての「ふりかえる会」に通訳として参加した。被災者の声を直に聞い

て、逆に感動と勇気をもらった。一個人としてこれから被災者にどのような支援
ができるかを考えている。「ふりかえる会」に集まった人々の中には涙を流しな
がらつらい思いを語る人もいた。しかし、日本人の譲り合い、助け合いの精神、
また自衛隊、警察、消防、災害ボランティアといった人々の無私の活動に感動
し、最初はつらい涙が感動の涙に変わっていった。これは一生忘れられない。
震災で悲しい思いをしたが、日本に来たことを少しも後悔はしていない。復興

に向けてできることをできる限り協力していきたい。

齋藤慧氏 (韓国語通訳)
「ふりかえる会」に参加し参加者の話を聞いていて感じたことは、みんな心の

中に喋りたいことがたまっていたのだなということ。特に印象的だったのは、日
本語がほとんど分からない韓国人の話で、それまで日本での報道や行政からのお
知らせなど何一つ理解できずにいた彼女が韓国からの電話で初めて「津波」や
「原発」の状況を把握したとのこと。その方の不安がどれほどのものだったかと
思った。また、震災後は何が起こるか分からないということで、常に遺言書を持
ち歩いている韓国人の話も印象に残った。



本国の家族や知人から再三に渡って帰国をするよう言われたが、地域に根差し
家族を持つ配偶者の人たちはほとんど帰国を考えなかった。自分が家族の一員
であるということを再認識した人も少なくなかったように思う。しかし、正確
な情報を得られず、うまく対応できていないケースが見られたことも事実で、
やはり言葉は大切と痛感した。日本で生活するためにいちばん基本になるのが
言葉で、MIAをはじめ各地域に日本語講座や個別サポートの仕組みなどはある
が、より一層の充実を希望したい。

庄司マリーン氏 (タガログ語通訳)
私も言葉はたいへん大切だと思うが、近所の人々と仲良く、しっかりコミュ

ニケーションを図っていくことも同じぐらい大切なことだと思う。フィリピン
人の中には、地域の近所の人々に助けられた人も少なくない。言葉が充分にで
きなくても、近所の人々に「こっちに逃げて！」などと具体的に分かり易い言
葉で声をかけてもらったことで適切な対処ができた。震災のためだけではな
く、毎日の生活のためにも日本語をしっかり勉強し、近所の人々とふれあい、
コミュニケーションを重ねることの重要性を強く感じた。フィリピンコミュニ
ティミヤギというゆるやかなネットワーク組織を震災後に立ち上げた。今回の
震災で、誰にどうやって安否確認をすればよいのか全く分からず困ったことが
教訓になった。気仙沼、南三陸、石巻といったそれぞれのコミュニティのリー
ダーと連携して、安否確認や情報提供を効率的に行えるようにしたい。



若山陽子氏 (仙南エリア編設営協力)
「ふりかえる会」は仙南エリアという地域のくくり方がたいへんよかったと思

う。自分の地域だけでなく、近隣の地域でも自分たちと同じように頑張り、また
苦しんでいる人がいるということをこの会を通じて知り得たことが非常に大き
く、励みになった。ネガティブな話もいろいろと聞こえてはきたが、その一方
で、例えば今まで自分の気持ちをだましだましやり過ごしてきた外国人のお嫁さ
んが、震災を機に自分が家族の一員であることを再認識できた、などといった前
向きな話も聞くことができた。

清水孝夫氏 (石巻編設営協力)
震災直前の段階で（清水さん所属の石巻の日本語講座には）登録している受講

生が45名ほどいたが、震災後しばらくしても半数ぐらいしか安否をつかめない
状態だった。「ふりかえる会」には（日本語講座の卒業生も含めて）60名以上
が集まり、そこで震災後初めて会うことができた人も何人もいてたいへんありが
たかった。深刻な状況が終わったわけではないが、これまで多くの方々の支援を
受けてきたので、今度は自分が支援をする側に回りたいといった前向きな人も出
てきている。



田口京子氏 (宮城県警通訳センター)
被災地での外国人の生活が気になっていた。MIAに続いて被災地各所を回って

みたが、日本の生活が長い方々が多く避難所や地域のコミュニティにしっかり
溶け込んでいて、問題らしい問題も見えてこなかった。そんな時MIAの「ふりか
える会」の話を聞き、問題点を洗い出し、今後の指針が何かしら得られればと
思い、オブザーブ参加した。被災者の話をただ寄り添って聞くぐらいのことし
かできなかったが、悲惨な状況下でも周囲の暖かさに触れ日本人との距離が縮
まったと感じたという話や日本人⇔外国人という区別なく助けてもらったこと
に感動したといった話を伺い、生活安全という立場からも地域で孤立していな
い（ひとりじゃない）という認識を外国人住民がもっているようで、たいへん
安心した。また、言葉の問題については「津波警報発令」などと配慮に欠ける
情報提供の在り方がやはり問題と感じた。「大きな波がきています、あぶない
です」といったやさしい日本語を使うことでもっと伝わりやすくなったのでは
ないか。今後、警察内部でもしっかり検討していきたい。

MIA大村
今回、MIAは県警に随分と助けられた。発災数日後から安否確認のネットワーク
を構築し、また、3月22日に緊急車両を手配した時もMIAの業務をよくご理解い
ただき通行証の発給にご協力いただいた。



加藤誠史氏 (宮城県警通訳センター)
県警の通訳センターは刑事事件の加害者、被害者もしくは目撃者に外国人が

いた場合に取り調べ、尋問の通訳をするところである。通常は事務所勤務のた
め、とかく視野が狭くなりがちである。
今回「ふりかえる会」に参加したことで、現場の実態を把握することができ、
また、南三陸のアメリアさんや気仙沼の熊谷さんなど県警通訳登録者の安否を
確認することもできた。もちろん電話でも確認はできていたが、やはり直接会
うことで生活状況も含めた話を聞くことができたことは大きかった。また、
「ふりかえる会」で得た知見がその後の被災地巡回活動に大きく活かされた。
警察というととかく一般の方々には敬遠されがちなのだが、そうした了解を以
て話すことで警戒心を解きほぐし、話を深く掘り下げることができた。

松田佳重子氏 (資生堂東北統括美容部長)
一企業として、化粧品を扱う企業として、発災直後からどのような社会貢献

ができるのかを探ってきた。3.11直後はやはり水や食料などが必要とされてい
たが、女性の活力の源となる化粧品も時期が来ればきっと必要とされるはずと
思っていた。案の定、震災2週間後に女川の被災者から化粧がしたいという声
が届き、サンプルなどをかき集め支援物資と一緒に被災地に送り込んだ。その
後、鏡が見たいという被災者の声が聞こえてきた。女性が1ヶ月も顔を見るこ
とができない状況を想像し、社長に直訴して今回配布したような基礎化粧品の
セットを3万セット準備した。



ちょうどそのころにMIAから「ふりかえる会」の話があった。物だけを提供すれば
よいのかと議論を経て、地元の美容部員のみならず本社から延べ360名の社員が被
災地に派遣され、被災者に向けてハンドマッサージやフェイスマッサージを行っ
た。研究員、マーケティング担当者、広報部員など様々なセクションの職員だった
が被災地の現場で被災者に向き合うことで得るものも大きく、中には涙を流して東
京に帰っていく者もいた。
自分の仕事を見直すいい機会になったようだ。「ふりかえる会」に関しては、「自
分が外国で暮らしているときに被災したら・・・」という想像をしつつ、臨んだ。
実際に日本語が不自由な外国人と接してみて、聴覚障害者への心配りの在り方にも
気づかされた。若手の男性社員のたどたどしいマッサージを受けながら、被災し亡
くなった夫や息子を思い出したという反響がいくつか寄せられた。

MIA大村
今回の「ふりかえる会」において資生堂のマッサージと化粧品のプレゼントが呼び
水になったことは間違いない。参加者の一部には「資生堂プログラム」と理解され
ていたほどである。資生堂の協力がなければ200名を超える参加者を集めることは
できなかった。



櫻井克俊氏 (行政書士)
今回の東日本大震災と阪神大震災との違いを数点挙げる。阪神大震災の際、

入管は個別の対応に追われ、忙殺されたという反省があったのか、今回は発災
直後の3月15日には在留期間を一律8月31日まで延長するという決定が迅速に
なされた。また、発災2、3日目の段階で法務局から被災した太平洋沿岸5県の
在留外国人のデータを各国大使館に流したと入管から裏情報として聞いてい
る。これにより各国大使館が自国民避難のためのチャーターバスをいち早く手
配できたということらしい。これらの動きで、発災直後の混乱に拍車をかけず
に済んだということは言えるかと思う。
「ふりかえる会」においては、「永住者」の在留資格を持つ日本人の配偶者の
方々が中心的に集まったせいか、行政書士が活躍する案件は少なかった。しか
し、中には「日本人の配偶者等」の在留資格で夫を津波で失ったケース（※在
留資格「日本人の配偶者等」はあくまで日本人との婚姻関係にある外国人に付
与される在留資格で、1年もしくは3年の在留期限となっている。そのため、
日本人の配偶者と離婚・死別した場合、子どもがいるなどの場合を除き在留期
間の延長、在留資格の変更などは認められない。）のなどもあるにはあった。
これについては入管とも掛け合ったが結果的には在留期間の延長などはやはり
認められず、特例的な措置はなかった。「日本人の配偶者等」という在留資格
の不安定さが改めて認識させられた。なお、宮城県内においてはコックなど就
労系の在留資格を持つ外国人が原発問題の影響で帰国したまま再入国してこな
い、もしくは宮城県を避けて関東、関西圏に新しい仕事を求めて移住するとい
うケースが多く、問題になっている。



長尾浩行氏 (弁護士)
外国人問題に関心がないわけではなく、それなりに勉強もしてきてはいたが、

宮城にはあまり外国人がいないという思い込みがあり、結果的にこれまで接点を
持てずに来ていた。今回このような形でMIAと知り合い、「ふりかえる会」におい
てこれだけ多くの外国人がいることを初めて知った。地域になじんでいるという
ことであれば、当然そこには法律問題が発生しているはずである。この間、MIAか
らの紹介で外国人の案件数件に関わったが、抱えている問題の多くは相続問題
で、それもごく一般的な法律問題なので、通訳を帯同するなど言葉の問題さえク
リアできれば難しい問題ではない。今回の震災を機に気軽に弁護士に電話する関
係ができたことが、双方にとって大きかったのではないかと思う。
なお、弁護士には2種類のタイプがあることをご了解いただきたい。多数派を占

めるのは保守的で自分のフィールドから動かないタイプである。今回MIAと私を繋
ぐことになった東京の宮内氏などは自分からフィールドに出ていくアクティブな
タイプで少数派である。

MIA大村
そもそも長尾氏とMIAとの連携には次のような経緯があった。東京の弁護士会から
今回の被災外国人支援でMIAと連携したいとの申し出があり、それならば今後の具
体的な支援を考え、ぜひ在仙の弁護士も帯同してほしいというMIAの希望を伝えた
ところ、東京の弁護士会の宮内氏と個人的にもつながりがあった長尾氏に白羽の
矢が立った。



長尾浩行氏 (弁護士)
多数派は弁護士会や弁護士会内の委員会の活動には熱心であり、組織対組織の関
係を構築していけば、弁護士会からの協力も容易に引き出せるのではないかと思
うし、私もそうした橋渡しに尽力したい。

MIA大村
実際、9月上旬に仙台弁護士会とMIAの打ち合わせが用意された。今後の関係発
展に期待したい。

一條玲香氏 (山形大学大学院臨床心理専攻)
「ふりかえる会」の開催タイミングが非常に絶妙だった。3～4月は被災直後

で興奮状態だったが、5～6月になって例えば仮設住宅に入居するなど前を向い
てこれからの生活を考えていかなければならない時期に「ふりかえる会」で話し
て書いて、自分の考えを整理することができた。ネガティブなことは一人でも繰
り返しふりかえることができるのだが、よかったこと、うれしかったことを自分
でふりかえる人はなかなかいない。この悲惨な震災の中で「よかったこと」「う
れしかったこと」と言われ最初は戸惑っていたが、書き出していくうちに整理さ
れ、再認識につながっていた。
また、個人的なつながりでしか分からなかった安否を「ふりかえる会」の現場

で支援者も含めて直接確認できたことも意義深かった。それから、震災における
様々な体験や思いを子どもとの関係で語っている参加者が多かったことも印象的
だった。



■オブザーバーから

西田裕氏（公益財団法人兵庫県国際交流協会）
今日この総括会議での様々な発言を聞き、1995年に起きた阪神大震災との違

いを改めて深く知った。今回の震災後、多くの支援団体がインターネット上で情
報提供を行っていた。これはこれで有益ではあるが、阪神大震災当時も今も被災
地にはビラ、チラシといったアナログ的な媒体が有効ではないかと思う（MIA事
務局、深く同意）。それぞれの経験をもとに共同して全国に向けて発信できるこ
ともあるかと思うので、連携を深めていければと思う。

細井なな氏（特定非営利活動法人チャイルド・ファンド・ジャパン）
ふだんはフィリピンなど世界の子どもを支援している国際協力団体だが、今回

の震災を受けて被災地域の子ども支援を検討、実施している。MIAによれば地域
の日本語教室が地域の在住外国人のセーフティネットの機能を果たしているとの
ことなので、そこを基軸にした支援活動をMIAと連携しながら行っていきたいと
考えている。



MIA大村
現在NPO、NGO、民間団体など様々な団体が宮城県において被災外国人の各種支
援活動を行っているが、特定の国の人々だけを取り出して支援する在り方が散見
され、疑問を感じている。せっかく地域に溶け込んで生活してきた外国籍住民が
この支援活動によって地域の中で浮き上がってしまい、家族や地域間に新たな摩
擦が生じないか危惧している。

J・F・モリス氏（宮城県多文化共生社会推進審議会委員）
今回の「ふりかえる会」に県警が加わったことは宮城県の多文化共生社会を推

進していく者から見てたいへん大きな意義があったと思う。また、被災地の外国
人のセーフティネットとなった地域の日本語教室が今後もボランティア頼みでは
立ち行かないのではないかとの危惧が強まった。国レベルの議論が必要であろ
う。今後については外国につながる子どもがたいへん気になる。様々な立場、
ケースが考えられるので慎重かつ念入りな支援を希望したい。
「みやぎ外国籍県民大学」受講生の震災体験をまとめて、震災の記憶が風化す

る前に世に問うことが宮城県のより一層の多文化共生推進に寄与するのではない
かと考えている。



2011.4.5

佐々木アメリアさん(フィリピン出身) ＠ベイサイドアリーナ

役所が私に何をしてくれるか、ではなく
私がこの地域のために何ができるだろうか・・・



～ お わ り に ～
あの日 目にした光景を

私たちは 決して忘れることはできないでしょう
そして

あの日 みなさんが残してくれた言葉の数々を
私たちは 決して忘れることなく
これからも 走り続けてゆきます

あの日 共に被災地を走ってくださった関係者の皆様に心からの感謝をこめて。


